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監督の思い 
 

 

 

 

          
 
息子が小学生の頃、毎週楽しみにしていた「メジャー」というアニメ番組を一緒に見て

いたときのことです。 
 野球に情熱を傾ける一人の小学生（本田吾郎）を主人公にして、彼の成長とともに所属
するチームを情熱で突き動かし，チーム一丸となって目標に向かって前進していくという
ストーリーです。その日は『監督の思い』というタイトルでした。 吾郎の所属する「三船
ドルフィンズ」は、全国大会でも活躍する名門チームでしたが、メンバーがそろわず活動
を停止していました。そんな中、吾郎が呼びかけてメンバーを集め、やっと活動できる状
態に持ち込んだのです。 
 かつての名門監督も吾郎に促（うなが）され、しぶしぶユニホームに袖（そで）を通すと
いった具合で、積極的ではありませんでした。 
 夏休み，監督は吾郎の熱意に押され合宿を企画することになりましたが、当然乗り気で
はありません。練習中，野球を始めたばかりの子ども達は，ゴロを処理するのもままなら
ず、監督が強い口調で指示を出すものならふてくされてしまう始末で言うのをためらって
しまうのです。 
 監督は自室で「勉強との両立に悩み、やめていく子」「厳しい練習がイヤになり他の競技
に移っていく子」「ケガをした子の親が危ないからやめさせる」など、過去のことを振り返
りながら、「吾郎の全国大会で優勝するという夢に促されて再びドルフィンズを率（ひき）
いることになったが、今のチームでは無理だ。厳しい練習をすればきっと子ども達はやめ
ていく。チーム存続を優先にした練習をしていこう」と自問自答（じもんじとう）するので
す。 
 監督がこのようなことを考えている時、夜、外で３人の子ども達が助け合って自主練習
をしている姿を目にして、「目の前にこんなにも前向きでひたむきな子ども達がいる。時代
や子どものせいにして夢をあきらめていたのは私自身だ。」と反省するのでした。 
 次の日、監督はかつてドルフィンズの入団テストとして行っていたマラソンを実施しま
す。「これは体力を高めるためではない、精神力を試すものだ。苦しくなったら歩いてもい
い、日の暮れるまでに戻ってきなさい。どうしてもダメだと思ったらバスが走っているか
らそれに乗って帰ってきなさい。しかしその者は二度とグランドに顔を見せてはならん。」
と告げて送り出すのです。監督は走り去っていく子ども達の背中を見つめながら「できる
なら全員戻ってきてくれ」と心の中でつぶやくのでした。 
  この内容は、数年前の自分自身を思い起こさせるものであり、私は思わずテレビに見入
ってしまいました。苦しい練習に耐える辛抱強さ、敗戦が濃厚（のうこう）な試合をひっく
り返した子ども達の精神力を目の当たりにして、多くのことに責任転嫁（せきにんてんか）
し、あきらめかけていた自分を反省したものでした。 
 中体連新人大会が１０月３日から始まります。１、２年生が主役となる大会です。対戦
相手，組み合わせも決まり練習にも一層熱が入ってくるでしょう。そして，顧問の先生か
らは厳しい言葉が投げかけられるかもしれません。しかし、その中にはドルフィンズ監督
の 「できるなら全員戻ってきてくれ」と同じ、言葉で伝えられない多くの思いが込められ
ているはずです。   
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剣道の授業が始まりました 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
教頭先生の給食日記 
 
 
 
 
 
 
 
 

9 月から，1 年生の保健体育で武道（剣道）の授業が始まりました。男子は，9 月 7

日～9 月 18 日，女子は，10 月 29 日～11 月 13 日の日程で実施されます。講師の先

生は毎年お世話になっている高橋真紀 先生（五段）です。高橋先生は８歳から剣道を始

め，今でも選手として大会に出場されているとのことです。新聞紙などを使い工夫され

た内容に，生徒も楽しく授業に取り組んでいました。 

 皆さん，毎日給食おいしくいただいています

か。学校給食は，栄養バランスをしっかり考え

て調理されていますので，成長と健康にはたい

へん良いです。 

 それに加えて，心にも栄養を与えてくれてい

るのが，教頭先生が毎日ＨＰに掲載している

「給食日記」です。見たことありますか。これ

が優れものです。単に，給食のメニューや食材

の紹介だけでなく，ウィットに富んだ文章に思

わず「美味（うま）い」ではなく，「上手い」と

膝を叩いてしまいます。 

 山下教頭先生いつもありがとうございます。 

【こんな話を思い出しました】 
 
かなり前の話です。テレビ番組だったでしょう

か。給食の話題で保護者の方が「給食費を払って
食べているのに誰に対して『いただきます』を言
わなければならないのですか」という質問に，
「肉，魚，野菜，私たちは生（せい）あるもの命
をいただいています。つまり，『いただきます』は
それらに対しての感謝の気持ちを表していま
す。」との回答。その通りだと思いました。 


